
 ◆ 議案第28号　令和6年度勝山市水道
　 事業会計補正予算（第1号）について
　令和5年度の水道事業費用の確定消費税が増額
となった為、令和6年度中間払いの消費税額を
増額するほか、社会資本整備総合交付事業費の
防災・安全交付金が満額交付されなかった事に
より重要給水施設配水管布設工事の事業費を減額
する等、所要の補正をするものです。
　委員からは、能登の地震を受けて今後上水道の
耐震化を全面的に進めていく必要があるという
方針に沿わないのではないか等の意見が出されま
した。

● 決算特別委員会

特別委員会報告

　9月18日の本会議において、決算特別委員会が
設置されました。25日の委員会では、付託事件の
審査について、時間の関係上、閉会中の継続審査
とする事に決しました。
　　委 員 長：安岡　孝一
　　副委員長：森　かよ子
　　委　　員：浦上　雄次、冨士根信子
　　　　　　　下道　惠子、帰山　寿憲

一般質問  議:議員／理:理事者

　　勝山には、1つの施設で歴史を知り、理解
でき、調査研究や資料の保管展示、解説等がし
てある公的な博物館がない。学芸員を常駐し、
市民への教育普及につながり、観光で訪れた
人々に市の歴史を伝える勝山歴史総合博物館の
設置を望む。
　　勝山市は、各時代の文化財をそれぞれのふ
さわしい施設で活用し、分散型の博物館施設を
通じて地域全体の歴史や文化を伝えている。新
たな博物館を設置する予定はなく、エコミュー
ジアムの理念にある「地域まるごと博物館」の
考えを基本とする。また、各施設展示をネット
上で1つに集約し紹介するような方法も研究し
たい。今後も地域の自然や歴史の魅力を発信
し、さらなる向上に努める。
　　市民から、地下横断歩道は危険で人口減
少・高齢化社会となっている現状において、維
持管理費がかかる為に市民税が上がるのではな
いかと意見を聞いている。
　勝山高校正門に隣接して新中学校の正門を設
置し、その周辺を整備して送迎バスや保護者の
送迎場所を設置してはいかがか。
　また、ジオアリーナまでは校舎から国道157号
の横断歩道まで道路整備をして移動してはどう
か。理事者側の一方的な主張ではなく、市民の
納得のいく案を検討し、公開してほしい。
　　体育の授業や部活動、スクールバスの発着
場所としてジオアリーナの活用を考えた際に、
学校とジオアリーナ間を安全かつスムーズに行
き来できる経路として地下横断歩道の設置を勝
山市立中学校再編計画から検討してきた。以来
市議会をはじめ、保護者説明会や市民説明会、
生徒や教職員を対象とした意見交換会、再編準
備委員会等で、地下横断歩道の必要性や安全
性、利便性等について多くの議論やご意見を積
み重ね現在の状況に至っている。これらを踏ま
えて建設に係る予算をお認めいただいたものと
承知している。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　現在の3中学校の総面積のうち、借地面積
はどれだけで、割合は何％か。年間で支払って
いる借地費用はいくらか。年によって変動はあ
るか。令和9年4月以降は借地のままか、買い
上げるのか、予定と現状についての詳しい説明
を求める。
　また、これからの公共施設の方向性を決める
過程として、市民参加ミーティングの立ち上げ
を検討していただけるか。
　　3中学校の総面積は、賃貸契約書と市の財
産台帳上の面積合わせて10万8,126㎡。そのう
ち借地面積は8万6,855㎡で割合は約80%。借
地費用は昨年度が2,855万8,000円。今年は
2,899万3,000円を予定。借地契約は税額を基
準としたものや消費者物価指数を基準としたも
のがあり、基準額の変動に伴い、支払額も上下
する。基本的に借地については購入させていた
だきたいと考えているが、地権者の意向を確認
しながら丁寧に対応してまいりたい。
　跡地利用について具体的な方針が決定したら
市議会への説明とともに、中学校校区ごとに市
民の意見をお聞きしていく。
　　マイナンバーカードに保険証が紐づいてい
る人には、令和6年12月2日以降は紙の保険証
が発行されない。紙媒体（資格確認書）の必要
性を感じる方への措置として、10月以降から
マイナ保険証利用登録の解除手続きができるよ
うになる。これを広報誌の掲載や手紙を出す等
市民に周知し、手続きを必要とする方には具体
的に分かりやすくご案内する事は行政機関とし
ての責務だと考える。「周知の徹底と選択の機
会の確保」に対する、市の見解を伺う。
　　マイナ保険証利用登録の解除は、本人から
の解除申請を各保険者が受け付ける形となる。
国のスケジュールを確認し、受付可能となり次
第、市ホームページや広報等で周知する。

● 勝山市の歴史博物館または資料館の
　 設置について
● 新中学校の地下横断歩道は
　 本当に必要なのでしょうか

● 令和9年開校後の3中学校跡地利用について
● マイナ保険証と資格確認書の選択機会の
　確保とその周知について
その他の質問
・食料自給率から見る防災対策と有事の防
衛対策について・上水道の加入金につい
て・新型コロナ（レプリコン）ワクチン「コス
タイベ筋注」について・市役所職員のメンタ
ルケアについて

　これに対し理事者からは、令和6年度分の国
への追加要望や、交付金メニューの要件緩和等
を求めていく旨、説明がありました。
 　　　　　
◆ かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
　 再整備・管理運営事業について
　理事者からは、株式会社KGディノ・リゾートが
実施設計中のホテルについて、公園東側エリアB
（森の博物館エリア）に建設位置が変更となった
事、10月中頃から建設の準備工事に着手予定で
あり、完成は令和9年度中になるとの説明が
ありました。
　委員からは、公園内にはオオタカ保全エリアが指
定されており、そのほかサクラバハンノキ等の希少
な動植物が生息している為、環境保全が考慮され
た計画になっているのか等の意見が出されました。

　  かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
再整備･管理運営事業  認定公募設置等計画概要

 ◆ 平泉寺白山神社御開帳賑わい創出
　 事業について
　理事者からは、来年の御開帳に合わせて令和
7年5月23日から26日にかけて僧兵行列や稚児
行列、コンサート等の様々なイベントが行わ
れ、それに伴ってマルシェやパーク＆ライドを
実施するほか、今後のPRとして首都圏の主要駅
にポスターを掲出、テレビコマーシャルの放映
を予定している旨の説明がありました。
　委員からは、福井県や自治体同士の広域観光
団体と連携したPRに取り組むべきといった意見
や、シャトルバスの計画についてもう一度精査
するよう求める意見が出されました。

行政視察報告
　建設産業委員会では10月7日から9日にかけ
て、栃木県栃木市、日光市、群馬県桐生市に行政

視察を行いました。それぞれの視察内容は下記の
とおりです。
・栃木市「空き家対策事業について」
・日光市「観光戦略について」
・桐生市「歴史・文化遺産の利活用と整備に
　ついて」
　高齢者世帯の持ち家率が全国平均を大きく上回
る栃木市では、空き家が爆発的に増えることを見
越して全国的にもいち早く空き家対策に力を入れ
ています。令和5年度末までの空き家バンクの累
計登録件数は865件、成約件数は607件で、平成
29，30年度は成約件数日本一に輝いています。
　制度の周知に力を入れており、毎年5月に固定
資産税の納税通知書を発送する際に空き家対策
についてのチラシを同封することで、市外に住
んでいる空き家所有者へも確実に情報を届ける
等の説明があり、勝山市での施策の参考となり
そうな実りある視察となりました。

建設産業委員会視察の様子

拡大図はこちら→

李　江嵐議員冨士根信子議員
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